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≪ 法 人 概 要 ≫ 

１．施設経営法人 

法 人 名 社会福祉法人 土佐香美福祉会 

法 人 所 在 地 高知県香美市土佐山田町５５０番２ （北組西）  〒782－0043 

代 表 者 氏 名 理事長  楠 目  隆 

Ｔ Ｅ Ｌ 番 号 ０８８７－５２－２１１２ 

Ｆ Ａ Ｘ 番 号 ０８８７－５２－２８８２ 

ホームページＵＲＬ http://www.welplaza.or.jp 

メ ー ル ア ド レ ス tosakami52@smile.ocn.ne.jp 

 

２．法人の沿革 

社会福祉法人土佐香美福祉会  設立認可 平成１０年 ６月１０日 

特別養護老人ホームウエルプラザやまだ荘 設置認可 事業開始 平成１１年 ４月 １日 

介護保険制度開始 平成１２年 ４月 １日 

配食サービス事業開始 （３６５日、昼・夕） 平成１５年 ４月 １日 

グループユニットケア開始 平成１５年 ５月 １日 

香美市政発足（土佐山田町・香北町・物部村合併） 平成１８年 ３月 １日 

香美市立高齢者生活福祉センター 指定管理開始 

（生活支援ハウスこづみ・通所介護・訪問介護・居宅介護支援事業所） 
平成１８年 ３月 １日 

特別養護老人ホーム洋寿荘 移管経営開始 （芸西村） 平成１８年 ４月 １日 

デイサービスセンター洋寿ふれあいの家 指定管理開始 

（通所介護・訪問介護・居宅介護支援事業所） 
平成１８年 ４月 １日 

ケアハウス好日館 事業開始 （ウエルプラザやまだ荘併設型） 平成１８年１２月 １日 

優良民間社会福祉法人表彰 天皇陛下より御下賜金拝領 平成１８年１２月２６日 

全国初 木造二階建 

特別養護老人ホームウエルプラザ洋寿荘   移転開設 
平成２０年 ６月２２日 

高知市市街地区にて事業開始（訪問介護・居宅介護支援事業所） 平成２３年 ２月 １日 

特別養護老人ホームウエルプラザ高知 事業開始 平成２３年  ４月  １日 

就労継続支援 A 型事業所ウエルジョブ＆キッチンやまだ事業開始 平成２７年 ４月 １日 

特定計画相談支援事業所ウエルジョブ相談支援センター事業開始 平成２９年 ４月 １日 

特別養護老人ホームウエルプラザやまだ荘 新築工事着工 平成３０年 ３月１２日 

就労継続支援 A 型事業所ウエルジョブ＆キッチンやまだ 

特定計画相談支援事業所ウエルジョブ相談支援センター事業移管 
平成３０年 ３月３１日 

特別養護老人ホームウエルプラザやまだ荘 増床移転開設 平成３１年 ２月 １日 

住宅型有料老人ホームウエルリブじんざん 事業開始 令和 元年１０月 １日 

 



３．社会福祉法人土佐香美福祉会役員 （理事６名・評議員７名・監事２名） 

職    名 氏      名 役員および評議員としての資格ならびに所属等 

理 事 長 楠目  隆 社会福祉事業の経営に関する識見を有する者（理事長） 

副理事長 嶋村 貴博 社会福祉事業の経営に関する識見を有する者（副理事長） 

常務理事 三谷 平通 社会福祉事業の経営に関する識見を有する者（常務理事） 

理  事  

楠目  修 
当該社会福祉法人が行う事業の区域における福祉に関する実情に通じ

ている者（医療法人土佐楠目会理事長、医師） 

中澤 和彦 
施設の管理者（住宅型有料老人ホームウエルリブじんざん、ケアハウス

好日館 施設長） 

津野 高敏 施設の管理者（特別養護老人ホームウエルプラザ高知 施設長） 

評 議 員 

大岸 啓郎 社会福祉法人の適正な運営に必要な識見を有する者 

武内 節子 社会福祉法人の適正な運営に必要な識見を有する者 

中島 敦子 社会福祉法人の適正な運営に必要な識見を有する者 

原  心一 社会福祉法人の適正な運営に必要な識見を有する者 

前田 隆明 社会福祉法人の適正な運営に必要な識見を有する者 

松尾 禎之 社会福祉法人の適正な運営に必要な識見を有する者 

溝渕 紀夫 社会福祉法人の適正な運営に必要な識見を有する者 

監   事 

宮地 盾騎 社会福祉事業について識見を有する者 

島元 健三 財務管理について識見を有する者 

  【任  期】 

（理 事）令和５年６月２１日から令和７年６月に開催される定時評議員会終結の時まで 

   （監 事）令和５年６月２１日から令和７年６月に開催される定時評議員会終結の時まで 

   （評議員）令和３年６月１６日から令和７年６月に開催される定時評議員会終結の時まで 

 

 

 

 



 

４． 法人の事業内容 

 

 

 

 

 

 

介護保険事業 

香美市 土佐山田地区  〒７８２－００４３  香美市土佐山田町５５０番２ 

ＴＥＬ ０８８７－５２－２１１２   ＦＡＸ ０８８７－５２－２８８２ 

・特定施設入居者生活介護事業所ケアハウス好日館 定員５０名 

・デイサービスセンターやまだ通所介護事業所 定員３８名 

・住宅型有料老人ホームウエルリブじんざん 定員６０名 

・ウエルデイじんざん通所介護事業所 定員３０名 

香美市 土佐山田地区  〒７８２－００３８  香美市土佐山田町秦山町３丁目４番２０号 

        ＴＥＬ ０８８７－５２－３２２３   ＦＡＸ ０８８７－５２－３２２０ 

・特別養護老人ホームウエルプラザやまだ荘（入所生活介護事業） 定員７６名 

・特別養護老人ホームウエルプラザやまだ荘短期入所生活介護事業所（併設型） 定員１２名 

・ヘルパーステーションやまだ訪問介護事業所  

高知市 市街地区     〒７８１-８１３１  高知市一宮しなね２丁目１５番１９号 

ＴＥＬ ０８８－８５５－８８２０  ＦＡＸ ０８８－８５５－８８３０ 

・特別養護老人ホームウエルプラザ高知（入所生活介護事業） 定員８０名 

・ウエルショートしなね短期入所生活介護事業所(併設型) 定員２０名 

・ウエルデイしなね通所介護事業所 定員２８名 

安芸郡 芸西地区     〒７８１-５７０４  安芸郡芸西村西分乙２９７番 

      ＴＥＬ ０８８７－３２－２１１０  ＦＡＸ ０８８７－３２－２１１６ 

・特別養護老人ホームウエルプラザ洋寿荘（入所生活介護事業） 定員８０名 

・特別養護老人ホームウエルプラザ洋寿荘短期入所生活介護事業所(併設型) 定員 ８名 

・デイサービスセンター洋寿 定員３５名 

・居宅介護支援事業所洋寿                                  

香美市 物部地区     〒７８１－４４０１  香美市物部町大栃８９８番地１ 

ＴＥＬ ０８８７－５８－２８２８  ＦＡＸ ０８８７－５８－２８４８ 

・デイサービスセンターこづみ通所介護事業所 定員１５名 

・ヘルパーステーションこづみ訪問介護事業所  

受託事業（香美市からの委託事業） 

・生活支援ハウスこづみ（香美市物部地区） 定員１２名 



２０２３年度 総 合 事 業 計 画 書 

はじめに 

 新型コロナウイルス感染症が発生してから 4 年経過しますが、いまだ確定した手法による

対応策が見出さないまま、感染者数の統計上では猛威の落ち着きを感じるようになりました。 

新型コロナウイルスの感染症法上の位置付けについて、特段の事情が生じない限りは 5 月 8

日から 5 類感染症に変更となりますが、当法人が経営する各施設、事業所におきましては、

当面今まで通りの様々な基本的予防策を、役職員一人ひとりが確実に継続し実践していく所

存です。 

  

１．土佐香美福祉会重点目標 

土佐香美福祉会法人本部は、2023 年度土佐香美福祉会重点目標を報告いたします。 

 

社会福祉法人土佐香美福祉会は持続可能な開発目標(ＳＤＧｓ)を推進しています。 

 

土佐香美福祉会ＳＤＧｓの取り組み  

国連が掲げる「誰一人取り残さない」という SDGｓの理念は、地域共生社会の構築を主導する

社会福祉法人のあり方に共通する考え方です。土佐香美福祉会は、人口減少など変化する社

会のなかにあっても地域の福祉サービスを持続させていくため、重点目標を定め、取り組み

を進めます。 

2023 年度 土佐香美福祉会 重点目標 

 

（１）働き方改革の実行（SDGｓ17 ゴールのうち 3．5．8．9）     

①ＩＣＴ･ロボット･ＡＩ･ＩｏＴ等の活用と生産性の向上 

②働きやすい職場環境づくり(福祉人材確保・育成・定着) 

③処遇改善施策への対応  

 

（２）財務健全化の推進（SDGｓ17 ゴールのうち 7．8．12．13）      

①事業計画及び予算執行の厳守  

②ガバナンスと高い透明性の確立 

      ③物価高騰への対応 

 

（３）災害対策基盤整備の強化（SDGｓ17 ゴールのうち 3．5．11） 

①ＢＣＰ・ＢＣＭ・ＢＣＭＳ・災害福祉派遣チーム(ＤＷＡＴ)育成  

②福祉避難所のシミュレーション(災害時支援・受援体制の構築) 

＊感染症発生を想定したＢＣＰ・ＢＣＭ及び離職防止対応 

 

（４）公益的取り組みの実践（SDGｓ17 ゴールのうち 1．2．3．5．11．15） 



①地域共生社会の実現推進(我が事・丸ごと)  

②複数社会福祉法人連携及び社会福祉協議会連携  

③農福連携の取組推進 

 

上記 4 項目 11 課題の実践を掲げています。具体には、法人(経営)本部及び会議のあり方にお

いて、経営戦略情報共有機能の強化を図る目的で包括任命した法人役員・拠点管理者等によ

る「合同運営会議」、施設長・施設管理者等による｢施設長会議｣及び次世代職員による｢みら

い会議｣を月例会として開催し、重点目標の達成に向け実行･実施していきます。 

本年度も高知市･香美市･芸西村における 17 事業部門と本部の計 18 部門の法人重点目標へ

のチャレンジは、法人中期計画(2021 年～2023 年)の最終年度課題として、取組み継続と到達

が求められている項目であるとの役職員共通認識で臨んでいきます。 

 

○全国社会福祉法人経営者協議会の取組を実践 

全国社会福祉法人経営者協議会が策定した｢社会福祉法人アクションプラン 2025｣(2021 年

度～2025 年度 中期行動計画)にある社会福祉法人の使命、経営の原則及び｢社会福祉法人行

動指針｣を確実に実践します。 

「経営原則」 

 

【公益性】 個人が人としての尊厳をもって、家庭や地域の中で、障害の有無や年齢にかか

わらず、その人らしい“安心のある生活”が送れるように、国民すべての社会的

な自立支援を目指すため、支援をすること。 

【継続性】 解散時の手続きや残余財産の処分等に関する規定によって、制度的にサービス

の継続性が確保されている。よって良質なサービスを安定して提供する義務が

あること。 

【透明性】 公的な負担によって行われる事業であるとともに利用制度化が進むなか、公益

法人としてより積極的な情報開示、情報提供等による高い透明性が求められる

こと。 

【倫理性】  公正、誠実な倫理観に基づく法人経営を行うこと。 

【非営利性】持ち分がなく配当は認められていない。事業で得たすべての金銭的成果は社会

福祉事業に充てるか、地域の生活課題や福祉需要に還元すること。 

【開拓性】 表出しにくい生活課題、福祉需要の掘り起こしや、制度の狭間にあるもしくは

制度化されていない福祉需要等に対し、新しい領域として、先駆的に他機関・

団体等に先立って対応するとともに、制度化に向けた働きかけを行うこと。 

【組織性】 高い信頼性が求められる法人にふさわしい組織統治の確立、人材育成等、組織

マネジメントに取り組むこと。 

【主体性】 民間の社会福祉事業経営者としての自主性および自立性を発揮し自らの意思、

判断によって事業に取り組むこと。 

【効率性】 税、社会保険料等公的な財源を使用することから、より効果的で効率性の高い

経営をめざすこと。 



【機動性】 地域の福祉ニーズ及び制度の変化に対して、すばやく対応すること。 

 

以上の１０の経営原則に基づき、「社会福祉法人に求められる取組課題」(社会福動指針)を、 

Ⅰ経営に対する基本姿勢、     Ⅱ支援に対する基本姿勢、 

Ⅲ地域社会に対する基本姿勢、   Ⅳ人材に対する基本姿勢 

の 4 つの基本姿勢の観点から「行動指針」として 14 の長期ビジョンを設定しています。 

 

社会福祉法人アクションプラン２０２５ 

     [2021 年度～2025 年度 中期行動計画] 

 

基本姿勢Ⅰ．経営に対する基本姿勢    

 行動指針１ 経営者としての役割  

（・経営理念等の明確化・地域福祉への取組・経営計画の策定・経営改善・事業継続への

備え・生産性向上に対する取組・自己研鑽・次世代の育成）     

 行動指針２ 組織統治の強化 

（・理事会・評議員会・監事・組織統治機能の強化・事務執行機能の強化・会計監査人の

選定・事業経営の透明性の確保・運営協議会の設置)       

行動指針３ 健全で安定的な財務基盤の確立 

(・財務状況の把握・財務基盤の確立・会計に関する十分な体制の整備・職務権限･役割

の明確化・正確な計算書類の作成・適切な社会福祉充実計画の作成・長期計画に基

づく資金計画・適正な資金運用・コスト意識の醸成)             

 行動指針４ コンプライアンスの徹底 

(・ルールに対する適切な認識・コンプライアンス規定･マニュアルの策定・コンプライ

アンス体制の構築・監査ガイドラインの活用・コンプライアンス教育の徹底・公益通

報相談の適切の実施・適正な報酬の取り扱い等・適切な補助金の取り扱い等・利害関

係者との関係)    

 

基本姿勢Ⅱ．支援に対する基本姿勢     

 行動指針５ 人権尊重  

(・基本理念等における明確化・職員に対する倫理教育の充実・インフォームドチョイス

の重視・福祉サービス利用者の自己決定と選択の尊重・個人情報保護体制の整備・苦

情解決･相談体制の整備・多様化･複雑化する福祉的ニーズへの支援・虐待を発生させ

ない体制づくり・権利擁護の充実) 

 行動指針６ 包括的支援の充実・展開  

（・地域生活を重視した福祉サービス方針の確立・家族に対する支援・施設機能の解放・

積極的なボランティアの活用・地域の社会資源の活用・制度外の福祉的ニーズに対

する支援体制の充実）    

 行動指針７ サービスの質の向上  

（・サービス提供方針の明確化・作業手順･マニュアルの策定・職員教育･研修の充実・



福祉サービス利用者や家族等の満足度向上・サービスの自己点検と継続的な改善・

第三者によるサービス評価の受審・苦情解決における第三者委員の設置(活用)・福

祉サービス事故等の未然防止・サービスの記録と情報開示）      

 行動指針８ 安心・安全の環境整備  

（・安心･安全な施設･設備環境の整備・ＱＯＬ:生活の質の向上・日常的な医療との連携・

法的サービス以外の福祉的支援体制・ＢＣＭ:事業継続マネジメントの実践・感染症

対策の徹底） 

  

基本姿勢Ⅲ．地域社会に対する基本姿勢 

  行動指針９  地域共生社会の推進 

（・実施している事業の確認と展開・低所得者･生活困窮者への配慮と支援・困難事例へ

の取組・多様な社会福祉援助ニーズの把握・地域を包括する公益的な取組の推進・

地域を活性化する取組・地域のセーフティーネットとしての役割を果たすための取

組・地域の安全･安心への取組) 

  行動指針 10 信頼と協力を得るための積極的なＰＲ 

（・経営情報の公表・地域から信頼されるためのＰＲ・効果的な広報戦略の推進・苦情・

相談内容等の公表・サービス評価の公表・情報管理の徹底） 

 

 基本姿勢Ⅳ．福祉人材に対する基本姿勢 

 行動指針 11 中長期的な人材戦略の構築 

 （・経営理念の明示、周知徹底・期待する職員像の明確化・継続、発展させるための取

組・業務の標準化と統一した業務行動・総合的な人材マネジメントシステムの構築・

職員間の横断的連携の推進） 

 行動指針 12 人材採用に向けた取組の強化 

  (・福祉人材の確保・小中高校における福祉教育への積極的な協力) 

 行動指針 13 人材の定着に向けた取組の強化 

 （・福祉人材の定着・職員の安全と健康の確保・職員処遇の現状把握、分析、課題抽出・

多様な人材が活躍できる職場づくり）  

 行動指針 14 人材の育成に向けた取組の強化 

（・人材教育制度の構築・体系的な研修プログラムの構築・キャリアパスの明確化・リ

ーダー層の育成・総合的な人材の育成） 

 

２．法人の事業計画 

2023 年度当法人の経営する介護保険施設(事業所)は、全室個室タイプ・ユニットケア型特

別養護老人ホーム(ウエルプラザやまだ荘 76 人・ウエルプラザ洋寿荘 80 人・ウエルプラザ高

知 80 人)3 施設、特別養護老人ホーム併設型短期入所生活介護(ユニット型ショートステイ)3

事業所(定員：WP やまだ荘 12 人・WP 洋寿荘 8 人・WP 高知 20 人)、特定施設 50 人ケアハウス

(好日館)1 施設、通所介護(デイサービス)5 事業所、訪問介護(ヘルパー事業)2 事業所（香美

市土佐山田町地区・物部町地区）、居宅介護支援事業(ケアマネジャー)1 事業所(芸西村地区)



の合計 15 事業所です。香美市土佐山田町の公益事業部門｢住宅型有料老人ホーム ウエルリブ

じんざん(個室 55 室・定員 60 人)｣1 事業所、香美市物部町で指定管理を受けている香美市高

齢者生活福祉センターに併設される生活支援ハウスこづみ(定員12人)の指定管理業務の1事

業を行います。 

総事業数は 17 事業であり、事業実施地区は 2 市１村の 3 事業地区、4 拠点(香美市＝土佐

山田町本部事業地区=1・物部町事業地区=1、高知市事業地区=1、芸西村事業地区=1)での運営

となります。 

経営本部及び会議のあり方は、3 事業地区 4 拠点 17 事業を執行するための体制として、本

部機能の充実や各事業部門の経営戦略機能の強化を図る目的で包括任命したグループ法人管

理者等による「合同運営会議」、当法人の施設長・管理者等による｢施設長会議｣及び次世代職

員による｢みらい会議｣を月例会として開催していく方針に変更はありません。 

 

【合同運営会議】(定例会議：月末 4 週目開催 月/1 回) 

○理事長、業務執行理事、理事、施設長、管理者、グループ法人役員等の合同会議委員 11

名による協議体会議であり、担当業務は次のとおりです。 

①[理事長・本部]：合同会議委員長＝SDGｓ・コンプライアンス・ガバナンス・人権(ハラス

メントを含む)担当、②[副理事長・業務執行理事・本部]：本部統括＝総務・財務・人事・

人材確保・SDGｓ・CSR・BCM・BCMS・企業防災・施設整備事業推進・農福連携推進担当、③

[常務理事・業務執行理事・本部・香美地区総括(物部地区担当兼務)]＝総務・財務・制度政

策・人材教育・SDGｓ・CSR・BCM・地域連携・農福連携推進担当、④[理事・ケアハウス施設

長、有料老人ホーム管理者、併設通所事業所管理者兼務]＝SDGｓ・CSR・メンタルケア・BCP・

BCM・施設整備事業推進・農福連携推進担当、⑤[理事・特養施設長：高知地区担当]＝人材

獲得・育成、教育研修企画・メンタルケア・BCP・BCM・地域連携担当、⑥[特養施設長：土

佐山田地区担当]＝メンタルケア・BCP・BCM・教育研修企画・地域連携担当、⑦[特養施設

長：芸西･安芸地区担当]＝メンタルケア・BCP・BCM・教育研修企画・地域連携担当、⑧[関

連医療法人(外部):老健施設長]＝医療系・居宅系施設連携担当、⑨[関連医療法人(外部):

副部長]＝医療系・居宅系施設連担当、⑩[関連医療法人(外部):ケアマネ管理者]＝相談支

援事業、施設間情報連携担当、⑪[関連株式会社(外部)]＝給食配食事業担当 

 

・合同運営会議委員は、法人グループ事業である｢医療・給食・職創生・介護住居｣＝｢医・食・

職・住｣の連携強化に努めます。 

・グループ法人の通常業務・月例的業務の決定と執行状況を把握し、実態情報の共有を図る

ことにより、各法人の経営に“閃き・気づき・活力”を与える協議会形式で執り行います。 

 

【施設長会議】(定例会議：月末 4 週目 合同運営会議終了後開催 月/1 回) 

○理事長、業務執行理事、理事、施設長、管理者による施設長会議は、合同運営会議と同日

開催する社会福祉法人単独の 7 人を基本とし、課長等の参加を求める最大 10 人による会議

です。 

①[理事長]、②[副理事長・業務執行理事]、③[常務理事・業務執行理事：香美市地区総括]、 



④[理事・ケアハウス施設長・管理者]、⑤[理事・特養施設長：高知地区担当]、⑥[特養施

設長：土佐山田地区担当]、⑦[特養施設長：芸西･安芸地区担当] 

・土佐香美福祉会通常業務決定機関として、｢合同運営会議｣、｢みらい会議｣等の各会議や各

事業地域の課題及び各事業所よりの討議事項を審議します。 

・総合事業計画、収支計画、年度事業及び決算報告の各重要案件を審議し、理事会、評議員会

に諮ります。 

 

【みらい会議】(定例会議：月中 3 週目 施設長会議の１週前開催 月/1 回)  

○課長、主任、フロアリーダー等の次世代職員による｢みらい会議｣は、施設長会議に上申

できる日程設定での開催とします。担当課長を司会及び書記とし、特養施設の所在地単位

の山田地区、高知地区、芸西地区より最大各 5 名の課長・主任・フロアリーダー等の役職

員の参加を得て、指定された日の原則午前中 2 時間で行います。 

 

３．地区・拠点・部門の事業計画 

◎香美市事業地区 土佐山田町本部事業拠点 事業計画 

○2023 年度事業計画 

・土佐山田本部事業拠点 本部事業部門 

●法人本部 

社会福祉法人土佐香美福祉会は持続可能な開発目標(ＳＤＧｓ)を推進しています。 

 

・土佐山田町本部事業拠点 土佐山田町事業部門 

●「特定施設入居者生活介護事業所ケアハウス好日館」 

特定施設入居者生活介護事業所ケアハウス好日館は、2023 年度以降も個人の生活スタイル

を尊重し、在宅復帰を念頭にした介護サービスを提供していく事業計画を継続します。 

 

＊香美市第 8 期介護保険事業計画において、「特定施設入居者生活介護事業所ケアハウス」20

床の増床が承認されていますが実現困難な状況です。2024 年以後の香美市第 9 期介護保険

事業計画において、実現可能な要望を提示していきます。 

 

公益事業である｢住宅型有料老人ホームウエルリブじんざん｣や併設デイサービスセンター

「ウエルデイじんざん」及び既存施設の｢デイサービスセンターやまだ｣との職員間連携に

より、ケアハウス入居者の安定的な生活と介護サービスを確保していきます。 

〔経営課題として〕 

 ・職員配置状況の確認  ・入居者の介護度状況の検討  ・受付、事務所機能の検討 

 ・給食提供環境の統合整備  ・ノーリフティングケアの実践 

 

●｢住宅型有料老人ホームウエルリブじんざん(定員 60 人：55 室)｣ 

住宅型有料老人ホームウエルリブじんざんの居室は、Ａタイプ(有効居室面積 10 ㎡前後・

1 階北室料 35,200 円 8 室＝生活保護減免対象室：生活保護者 29,000 円、2 階北室料 36,300



円 8 室)：計 16 室、Eタイプ(有効居室面積 13 ㎡前後・2 階南室料 47,300 円 16 室)：計 16

室、S タイプ(有効居室面積 18 ㎡前後・1 階南室料 47,300 円 8 室、2階北室料 48,400 円ミ

ニキッチン付 2 名入居可室あり 6 室、2 階南室料ミニキッチン付 50,600 円 8 室)：計 22

室、Ｗタイプ(有効居室面積約 33 ㎡・2 階北室料 72,600 円 1 室)：計 1 室の計 55 室 60 人

定員で運営しています。 

〔経営課題として〕 

 開設以来、ほぼ満室状態で推移します。しかし医療機関入院者の増加による収入減要素

の拡大等、安定運営のための入居希望者等のデータ蓄積が必要となります。 

  ・住宅型有料老人ホームと介護保険利用者のバランス課題   

・夜勤者確保の課題          ・入居部門と通所(デイ)部門のバランス 

・外部サービス提供者入室時の感染症対策課題 

   

●｢ウエルデイじんざん通所介護事業所(定員 30 人)｣ 

住宅型有料老人ホームウエルリブじんざん入居者のうち介護サービスが必要となる方の専

用施設となっているが、利用時間の短縮等の課題が浮上している。 

〔経営課題として〕 

 ・入居部門と通所(デイ)部門の職員兼務課題   

・利用定員と利用スペースの課題(感染症対策で広さが必要 ソーシャルディスタンス) 

 

●｢デイサービスセンターやまだ通所介護事業所(定員 38 人)｣は、利用時間(6 時間～7 時間)

で、月曜日から土曜日までの営業日も変わりありません。利用率安定策を検討します。 

 有料老人ホーム及びウエルデイじんざん(定員 30 人)とデイサービスセンターやまだの 3

事業所の混在によるスペース問題がある。(感染症対策・ソーシャルディスタンス) 

〔経営課題として〕 

・従来型大浴槽タイプ入浴設備からの転換が必要である。 

  ・感染症対策課題   ・ 利用定員確保の課題 

 

・土佐山田本部事業拠点 秦山町事業部門 

●「特別養護老人ホームウエルプラザやまだ荘(定員 76 人)」 

●「特別養護老人ホームウエルプラザやまだ荘短期入所生活介護事業所(定員 12 人)」 

ユニット型特養ウエルプラザやまだ荘 1 階は、事務室、厨房、洗濯室、職員更衣室等、2 階

は｢さくら町｣ユニット 12 人・「りゅう町」ユニット 10 人、3 階は｢ふらふ町｣ユニット 12

人・「あゆ町」ユニット 10 人、4 階は｢あじさい町｣ユニット 12 人・｢もも町｣ユニット 10

人、5 階はショートステイ専用の｢ゆず町｣ユニット 12 人・｢さんれい町｣10 人の入居者 76

人、ショートステイ 12 人合計 88 人の定員で運営しています。 

 〔経営課題として〕 

ユニット型特養として月次単位の精査を徹底して行っていきます。満床状態の入居部門

の医療機関入院者状況管理を徹底します。特に併設のヘルパーステーションやまだ及び

ショートステイ部門に注視し、在宅部門の安定した稼働率維持に努めます。 



  ・看取り介護の実践と課題調査     ・ユニットケアの特性を活かす介護の実践    

・ノーリフティングケアの充実     ・働きやすい職場環境の構築          

・在宅関連事業所等との連携推進 

 

●｢ヘルパーステーションやまだ訪問介護事業所｣ 

ヘルパーステーションやまだ訪問介護事業所は、一般家庭利用者の減少等が顕著になって

おり、本年度も同様の傾向が続くと見込まれます。しかし、住宅型有料老人ホームウエル

リブじんざん(定員 60 人：55 室)でのサービス利用者の確保強化。 

〔経営課題として〕 

 ・住宅型有料老人ホームウエルリブじんざん入居者に対する一層のサービス提供強化 

 ・感染症対策の徹底  ・香美市土佐山田町、香北町、物部町の訪問事業課題整理 

 

◎香美市事業地区 土佐山田本部事業拠点 付属 物部町事業拠点 事業計画 

○2023 年度事業計画 

・土佐山田本部事業拠点 付属 物部町事業拠点 物部町事業部門 

本年度も物部町事業部門 4 事業は、本部香美市地区総括の管理下で運営します。 

物部地区での新しい事業は予定されていません。物部地区の人口減少がより顕著になって

おり、社会インフラが衰退しています。 

〔経営課題として〕 

・指定管理を受けている｢香美市立高齢者生活福祉センター｣〔デイサービス事業・ヘルパ

ー事業・生活支援ハウスこづみ(定員 12 人)〕の業務を更新継続しました。(指定管理期

限 2026 年 3 月までの 3 年間契約更新締結)  

●｢デイサービスセンターこづみ通所介護事業所｣は小規模事業所運営です。 

利用者確保を図り、利用状況下落の防止に努めていますが、収支は大変厳しい状況です。 

●｢ヘルパーステーションこづみ訪問介護事業所｣は、利用者そのものの減少と大変苦戦を

強いられており、訪問介護事業の再構築を検討しなければ、事業存続が困難になると思

われます。香美市行政に検討会開催を要請します。（香美市行政、香美香南老人ホーム組

合・香美市社会福祉協議会・香美市内社会福祉法人との協議） 

●「生活支援ハウスこづみ」は本年度も香美市からの指定管理料収入で運営します。 

 

[香美市事業地区] 

○中期事業計画(2021 年度～2023 年度) 

・感染症対策 

・社会福祉法人におけるＳＤＧｓの取り組み 

・特養入居者個室化時代へという入居生活環境改善に伴う職員の働き方改革の実現 

・安定的な経営体質の確立への観点から、ユニット型特養、ケアハウス、有料老人ホーム、

デイサービスセンター、ヘルパーステーションのグループ内連携と地域包括連携推進 

・ＢＣＰ・ＢＣＭ・ＢＣＭＳ、災害対策基盤整備を実行・実践します。 

・中堅職員の育成計画(スキルアップ研修・処遇改善等)を実施します。 



・農福連携事業の推進 

○長期事業計画(2030 年度まで) 

 ・社会福祉連携推進法人(社団法人)制度の実践の可能性を探求 

・「我が事・丸ごと」地域共生社会実現へ体制構築 

・医療施設(病院)と福祉系施設(特養･ケアハウス･老健･グループホーム)のグループ化を

計画し、地域の高齢者が安心して暮らせるワンストップサービス法人を目指します。(地

域包括ケアシステムとの連動) 

・施設利用者の介護度の重度化と医療処置(入院治療)増加は同時に発生するため、近隣医

療施設との連携強化が必須となります。 

 

◎高知市事業地区 高知市一宮事業拠点(北部日常生活圏域)事業計画 

○2023 年度事業計画 

●「特別養護老人ホームウエルプラザ高知(定員 80 人)」 

●「特別養護老人ホームウエルプラザ高知短期入所生活介護事業所(定員 20 人)」 

●「ウエルデイしなね通所介護事業所(定員 28 人) 

ユニット型特養ウエルプラザ高知は、高知市北部の丘陵地形を利用した建築設計のため、

建物構造上地階表記となりますが、南面が外部に明るく開かれた大空間をウエルプラザホ

ールとして法人合同研修等に利用。厨房・職員通用口・駐車場があります。 

1 階は、事務室、職員更衣室、デイサービスセンター「ウエルデイしなね」、ショートステ

イ事業所「高知 1 丁目」ユニット 10 人・「高知 2 丁目」ユニッ 10 人。 

2 階は、｢大津 1 丁目｣ユニット 10 人・「大津 2 丁目」ユニット 10 人、｢一宮 1 丁目｣ユニッ

ト 10 人・「一宮 2 丁目」ユニット 10 人。 

3 階は｢旭 1 丁目｣ユニット 10 人・「旭 2 丁目」ユニット 10 人、｢朝倉 1 丁目｣ユニット 10

人・｢朝倉 2丁目｣ユニット 10 人の入居者 80 人、ショートステイ 20 人合計 100 人の定員で

運営しています。 

〔経営課題として〕 

・ウエルプラザ高知は開設当初より満床状況ですが、他の事業拠点と同様に入院による空床

が多くなり経営を圧迫しています。また、開設より 12 年経ち各所に修繕を要する状況が発

生しています。 

・職員教育を徹底するとともに認知症介護や重度の身体介護に対する専門研修を受講できる

機会を引き続き確保します。また、ノーリフティングケア等腰痛対策やメンタル面のフォ

ローを実施します。法人各地区の施設等と連携を取り、より良い人材確保と定着を図って

いきます。 

・ノーリフティングケアの実践  

・ショートステイ事業(短期入居 20 床)は利用者送迎範囲が広く苦慮することもありますが、

事故等に十分注意してサービスを提供しています。 

稼働率は高い状況ですが、ショートステイ専用ユニットによる全室個室の個人空間を充分

にアピールし、高知市に事業所を展開する居宅介護支援事業所(ケアマネジャー)の協力を

今以上にお願いします。 



・｢ウエルデイしなね通所介護事業所｣は、定員 28 人に定員削減し効率の良い運営体制に移行

し、経営効率が上がりました。2023 年度も、利用者確保に関しては大変厳しいと予想され

ますが、利用者確保につながる営業活動を実施します。 

・子ども食堂の開設 

 ウエルデイしなね通所介護事業所の定員を削減しました余剰スペース(1階正面玄関より入

り喫茶コーナー・パティオ南側)において子ども食堂開設し実践しました。 

 

[高知市事業地区] 

○中期事業計画(2021 年度～2023 年度)計画 

・職員の定着・育成計画(教育・研修)をウエルプラザホール主会場にし、本部とともに各

地区職員に実施します。 

・ウエルプラザホールを開放した地域における公益的な取組の実践を図ります。 

・高知市事業地区における新規事業創設の可能性を研究します。 

○長期事業計画(2030 年度まで) 

・高知市の高齢者施設整備(有料老人ホーム)の推進。障害者事業との複合化を模索し、総

合的福祉法人の基礎を構築する。 

 

◎安芸･芸西村事業地区 芸西村事業拠点 事業計画 

・芸西村事業拠点 芸西村事業部門 

●「特別養護老人ホームウエルプラザ洋寿荘(定員 80 人)」 

●「特別養護老人ホームウエルプラザ洋寿荘短期入所生活介護事業所(定員 8 人)」 

●「デイサービスセンター洋寿通所介護事業所(定員 35 人) 

●「居宅介護支援事業所洋寿」 

安芸郡芸西村の特別養護老人ホームウエルプラザ洋寿荘は、全室個室ユニットケア特養

(入居 80 床・短期入居 8 床)として地域の利用者の期待に応えています。 

 芸西村海岸線で最も海抜(24ｍ)の高い国道 55 号線沿いに位置し、木造の 2 階建て入居部門

｢コーラル棟｣と｢フォレスト棟｣と平屋の管理棟の 3 棟が、三角の中庭をめぐる回廊を外側

から挟み込むように配置されている。木造の高齢者施設の弱点となる各種の災害等からの

避難を容易にするため、2 階建て入居部門 2 棟を 5ｍ掘り下げ建築することで 2 階入居者は

回廊で繋がっている平屋の管理棟と同様の高さとなり、複数の避難ルートを確保できる工

夫がある。また三角に配置された建物の外周道路(幅 4ｍ)を整備し、どの棟に居ようと救出

できる体制も整えている。国道側の管理棟を含め外部からは大きな平屋造りと見える。 

  国道に面して平屋の管理棟に、事務室、更衣室、厨房、デイサービスセンター洋寿(定員

35 人)、三角回廊で繋がるフォレスト棟 2 階｢馬ノ上 1 丁目｣ユニット 12 人・｢馬ノ上 2 丁

目｣ユニット 12 人。回廊経由でコーラル棟 2 階｢琴ヶ浜 1 丁目｣ユニット 12 人・｢琴ヶ浜 2

丁目｣ユニット 12 人。2 階 4 ユニット専用の東玄関があり、正面玄関で事務所経由でなく

ても訪室できる構造である。現在はコロナ感染症対策のため閉鎖中。 

階段やエレベーターで 1 階へフォレスト棟１階｢和食 1 丁目｣ユニット 10 人・｢和食 2 丁目｣

ユニット 10 人、コーラル１階｢西分 1 丁目｣ユニット 10 人・｢西分 2 丁目｣ユニット 10 人。 



1 階 4 ユニットにも南玄関があるが、現在感染症対策のため閉鎖中。 

管理棟に併設してステージ用大屋根があり、駐車用と併用したイベントに使用している。 

2022 年度にデイサービスセンター洋寿のフロアー拡張工事及び浴場の新設拡充を行いまし

た。これによりデイサービスの利用者増加と介護業務の効率化を強力に進めます。 

施設設備(エアコン等)の塩害による老朽化が顕著であっため、すべての空調設備の更新を

します。 

給食提供方法を各ユニット調理方式から、再加熱カートを導入したクックチル形式に変更

するための厨房改修工事及びユニットキッチンの撤去工事を行いました。新方式の給食提

供は順調に行われており、高知や香美市各拠点施設のシステム変更の模範とします。 

〔経営課題として〕 

・安芸郡圏域で入居、短期入居、通所利用者の確保が困難な状況になっています。短期入

居利用者の広域化とともに送迎の距離・時間ともに大きな課題となっていますが、木造

施設の快適さと立地の安全性をアピールして利用率の確保を図ります。 

・地域住民や利用者家族は施設や職員に対して何事に対しても依存度が高く、施設や職員

負担が限界であり、それぞれの役割分担を真剣に話し合い、合意点を模索したいと考え

ます。 

・医療機関受診時に看護師が長時間不在となり、施設に残る看護師の負担が大きい事等、

入居者への看護サービスの低下が心配されます。施設職員側の意識改革の必要性も感じ

ます。 

・入所事業(入居 80 床)は、安芸郡内における待機者等が減少している状況で、香南市南国

市に依存している状況です。 

・ノーリフティングケアをより一層推進 

・ショートステイ事業(短期入居 8 床)の利用率は順調に推移してきましたが、本来のショ

ートステイ居室運用だけでなく入院や退所による空床利用を多用している傾向にあり、

退所者居室の入居を迅速に行うことにより安定した経営を目指します。(感染症等の影響

が大) 

・｢居宅介護支援事業所洋寿｣の 1 人のケアマネジャーでは支援できる利用者員数に余裕は

ありませんが、増員できても利用者獲得及び収支面で課題がでてきます。 

 

○2023 年度事業計画 

2022 年度に施設改修が完了し、本年度は各事業部門の安定的な経営に邁進します。 

 

[安芸･芸西村事業地区] 

○中期事業計画(2021 年度～2023 年度) 

・高知県東部の人口減少が顕著になってきており、第 8 期介護保険事業計画を達成するため

の中堅人材不足、働き手不足が最重要課題となっています。 

・法人のグループである株式会社アオイコーポレーション 高知セントラルキッチン給食製

造部門との連携を強化した事業の創設を図ります。 

・芸西村事業地区に所有する法人未利用地の有効活用を検討します。 



○長期事業計画(2030 年度まで) 

・東部地域の高齢者が安心して暮らすことのできるワンストップサービス法人を目指します。 

【芸西村及び香南市近隣開発計画及び地域包括ケアシステムの動向を見守ります。】 

 

４．介護保険事業及びその他の事業の内容 

 介護保険事業として認可を受けている事業は以下の通りです。 

 

《香美市事業地区 土佐山田町本部事業拠点》   

香美市土佐山田町 550 番 2 

 ●法人本部事務所 

 （１）ケアハウス好日館 (特定施設入居者生活護)               定員 50 名 

（２）デイサービスセンターやまだ通所介護事業所      通常規模型 1 日定員 38 名 

（３）住宅型有料老人ホーム ウエルリブじんざん（公益事業）      定員 60 名 

（４）ウエルデイじんざん通所介護事業所         通常規模型 1 日定員 30 名 

    香美市土佐山田町秦山町 3 丁目 4 番 20 号 

（５）特別養護老人ホーム ウエルプラザやまだ荘            定員 76 名 

 （６）特別養護老人ホーム ウエルプラザやまだ荘短期入所生活介護事業所 定員 12 名 

（７）ヘルパーステーションやまだ訪問介護事業所 

 

《香美市事業地区 土佐山田本部事業拠点 付属 物部町事業拠点》   

 香美市物部町大栃 898 番地 1 

香美市立高齢者生活福祉センターこづみ 

（８）デイサービスセンターこづみ通所介護事業所        小規模型 1 日定員 15 名 

（９）ヘルパーステーションこづみ訪問介護事業所 

【10】生活支援ハウスこづみ(当該事業は介護保険事業ではない)      入所定員 12 名 

 

《高知市事業地区 高知市一宮事業拠点(北部圏域)》  

高知市一宮しなね 2 丁目 15 番 19 号 

(11) 特別養護老人ホーム ウエルプラザ高知                定員 80 名 

(12) 特別養護老人ホーム ウエルプラザ高知 併設 

ユニット型指定短期入所生活介護事業所ウエルショートしなね    定員 20 名 

(13) ウエルデイしなね通所介護事業所          通常規模型 1 日定員 28 名 

 

《安芸･芸西村事業地区 芸西村事業拠点》    

安芸郡芸西村西分乙 297 番 

(14) 特別養護老人ホーム ウエルプラザ洋寿荘               定員 80 名 

 (15) 特別養護老人ホーム ウエルプラザ洋寿荘短期入所生活介護事業所   定員  8 名 

   (16) デイサービスセンター洋寿             通常規模型 1 日定員 35 名 

   (17) 居宅介護支援事業所 洋寿 
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